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  【資料 １】 

【高知県エルピーガス協会「地震等災害に強いＬＰガス供給設備の基準」】 

「５０kg容器のチェーン掛け等に関する例示基準」                      

 （社）高知県エルピーガス協会 

以下に基準を例示する。なお、本基準の対象地域は高知県全域とする。 

Ⅰ．５０kg容器の転倒・流出防止策（チェーン掛け等の基準） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．シリンダーベルト等専用固定具を用いる場合は、 

当該固定具の基準に従い適切に設置すること。 

この場合にあっても転倒・流出防止に有効な措置を行うこと。 

 

１． 基本的に容器１本ごとに鎖がけをする。 

２． 容器は、イ又はロの方法により上下２箇所に鎖

がけをすること。 

イ 容器高さの３／４の位置及び１／４の位置で

固定する。 

ロ プロテクター付の容器にあっては容器高さの

３／４の位置及びプロテクターを通しその上

部１５ｃｍ～２０ｃｍの位置で固定する。 

ただし、プロテクターを通すことが困難な場合

は、イの方法での固定を可とする。 

３． 同一容器置き場に複数の容器を設置する場合、

５本までの鎖がけを可とする。 

この場合であっても鎖は上下２本とし、容器同

士及び家屋の壁面に隙間がある場合は、鎖がけ

は容器１本ごととする。 

容器収納庫に設置する場合にあっては、容器５

本までは容器高３／４の位置１箇所で可とす

る。ただし、容器収納庫の形状、専用固定具等

により転倒・流出の恐れがないと判断される場

合は、本数に関わらず鎖がけは１本でも可とす

る。 

 
 

50kg 容器の場合 

50kg 容器を複数本鎖がけする場合 

上方から見た設置状況  いずれの場合も

鎖はイ又はロの上下２箇所とする 
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【資料 1-2】 

【高知県エルピーガス協会「地震等災害に強いＬＰガス供給設備の基準」】 

「ガス放出防止型高圧ホース設置に関する例示基準」  
 

Ⅱ．ガス放出防止型高圧ホース（張力式）の設置 

 

１．期限交換時には、ガス放出防止型高圧ホースと取替える。 

この場合、交換対象となる施設は、高圧ホースを設置している供給設備とする。（地震対策

保安推進事業では、低圧ホース、連結管、いわゆるツインスター等を使用している施設は

対象外としているが、自動切替式調整器・高圧ホースへの交換については更なる自主保安

として推奨する。） 

２．供給設備を新設する場合には、高圧ホースはガス放出防止型高圧ホースを使用すること。 
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【資料 1-3】 

【高知県における容器プロテクターの推奨】  
 

高知県エルピーガス協会「ＬＰガス地震対策保安推進事業 実施マニュアル」 
（平成１８年７月策定９月実施）の点検項目と判断基準の項においてバルブ 
保護のため５０kg 容器はプロテクター付きとすることが望ましいと推奨された。 
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【資料 1-4】 

【高知県における容器のプロテクター装着・転倒防止例】 
 

プロテクター装着と鎖の 2 本掛け 

              
   プロテクターと本体との 2 本掛け         本体の上下 2 本掛け 

   
   複数本設置も各々に上下 2 本掛け 
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【４７都道府県ＬＰガス協会の主な災害対策】   【資料 ２】
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